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ま え が き

現在、化学物質は、その用途・種類が多岐・多様で、現在工業的に生産されて

いるものだけで数万種に及ぶといわれており、現在の社会システムやライフスタ

イルの中で、化学物質は、私たちの生活を豊かにし、私たちに欠かせないものと

なっています。一方、ダイオキシン、ＰＣＢ及び内分泌かく乱化学物質等が大き

な社会問題となるなど、化学物質は、その生産・使用・廃棄の仕方によっては人

の健康や生態系に影響を及ぼすおそれがあります。

また、今日の化学物質による環境問題は、大気、水、土壌の複数媒体を通じて、

微量ではあるが多種の化学物質に長期暴露するという特徴を持ち、これによる人

や生態系に対する多種多様な影響が懸念されるが、そのような作用のメカニズム

にはまだ未解明な部分が多いという状況にあります。

こうした状況に対応するため、化学物質による人の健康や生態系に与える影響

を生じさせるおそれを「環境リスク」として捉え、その科学的評価を着実に進め

るとともに、未然防止の観点からこれを相対的に減少させる必要があると考えら

れます。

環境省では、昭和4 9年以来、一般環境中における化学物質の残留状況を継続し

て調査し、その結果などを ｢化学物質と環境｣ として公表してきました。平成1 4

年度版「化学物質と環境」は、平成1 3年度化学物質環境汚染実態調査を中央環境

審議会化学物質評価専門委員会において、審議したうえでとりまとめたものです。

これらは、化学物質の「環境リスク」の評価等を行ううえで基礎となる情報を提

供するものの一つと考えています。

本誌に収録された調査にご協力いただいた多くの試験研究機関や研究者の皆様

に深く感謝の意を表するとともに、本誌が関係者各位に活用され我が国の環境保

全に役立てていただけることを念願いたします。
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